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通
じ
て
満
文
老
槽
を
解
蹟
し
得
る
鮎
に
存
す
る
。
浦
文
老
槽
は
内

藤
先
生
に
よ
り
清
初
史
研
究
の
第
一
の
史
料
と
折
紙
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
手
に
よ
り
我
が
邦
に
将
来
さ
れ
て
以
来

三
十
年
、
未
だ
に
そ
の
史
料
的
性
質
の
鮮
明
は
不
問
に
さ
れ
た
ま

ま
腿
さ
れ
て
あ
る
。
然
し
乍
ら
そ
の
難
解
の
故
に
放
置
す
る
事
は

許
さ
れ
な
い
。
満
洲
変
録
・
の
満
文
は
満
文
老
槽
を
基
礎
に
し
て
纂

修
さ
れ
た
事
は
周
知
の
事
変
で
あ
り
、
又
こ
の
事
か
ら
同
貫
４
　
よ

り
老
槽
に
入
り
得
る
と
云
ふ
可
能
性
が
存
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

歴
史
に
於
い
て
は
先
づ
正
確
な
知
識
に
基
い
て
物
語
る
事
が
何

よ
り
も
要
求
さ
れ
る
が
、
例
へ
ば
史
料
批
判
と
云
ふ
如
き
「
地
下

の
作
業
」
は
何
と
酬
は
れ
る
事
０
少
い
仕
事
で
あ
ら
う
か
。
而
し

て
こ
の
作
業
を
怠
っ
た
所
の
如
何
に
も
不
安
な
危
か
し
い
建
築
物

が
何
と
多
く
輩
出
し
て
居
る
事
か
。
か
ｘ
る
折
同
書
の
刊
行
の
重

要
性
は
強
調
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。

　

今
西
學
士
の
満
洲
変
録
の
願
譚
は
色
々
の
鮎
よ
り
見
て
清
初
史

學
界
を
一
歩
前
進
せ
し
め
た
も
０
と
言
ひ
得
よ
う
。

　

本
書
は
譚
稿
で
あ
り
、
同
學
士
は
そ
の
學
的
良
心
か
ら
早
く
も

そ
の
定
譚
の
完
成
に
精
進
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
成
る
日
の
一
日
も

速
か
な
る
を
所
る
。
倚
本
誌
彙
報
を
參
照
せ
ら
れ
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
田
・
村
泰
助
）

　

大
金
弔
伐
ヽ
鋒

　

大
金
弔
伐
録
に
は
従
来
。

　
　

両
墨
海
金
壷
所
牧
本

　

上
下
二
春

　

ひ
倒
守
山
間
叢
書
所
牧
本

　

四
春

の
二
種
の
刊
本
が
あ
っ
た
が
、
昨
今
こ
の
書
の
印
行
相
糧
い
で
行

は
れ
、
昨
年
に
は
。

　
　

剛
四
部
叢
刊
三
編
史
部
所
牧
『
弔
伐
録
』
上
７
　
二
倦

が
刊
行
せ
ら
れ
、
更
に
今
年
に
入
っ
て
は
。

　

ｏ
㈲
中
國
内
貳
外
禰
歴
史
叢
書
第
三
冊
所
牧
『
大
金
弔
伐
録
』
四

　
　
　

春

　

っ
関
國
學
文
庫
第
三
十
六
編
『
大
金
弔
伐
録
』
四
春

の
甕
刊
を
見
、
こ
Ｘ
の
と
こ
ろ
弔
伐
録
の
営
り
年
の
観
を
呈
し
て

ゐ
る
。
し
か
し
近
刊
向
㈲
同
三
種
の
内
、
㈲
向
は
共
に
倒
守
山
閣

本
の
重
印
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
従
来
行
は
れ
て
ゐ
た
倒
金
壷
本
関

守
山
閣
本
に
近
刊
倒
四
部
叢
刊
本
を
加
へ
て
弔
伐
録
は
三
種
の
刊

本
を
有
つ
こ
と
Ｘ
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
田
は
張
海
鵬
が
超
然
堂

奥
氏
（
常
熟
０
奥
長
か
）
所
蔵
抄
本
に
攘
っ
て
墨
海
金
壷
に
入
れ
た

も
の
で
上
下
二
春
本
、
関
は
賤
煕
祚
が
四
庫
全
書
原
本
（
文
瀾
関

本
）
を
も
と
ｉ
し
、
之
を
恂
の
矣
氏
本
と
校
合
し
て
守
山
間
叢
書

－64



凋5

拡
牧
め
た
･
＞
≫
Ｑ
で
四
春
木
で
あ
る
。
四
庫
提
要
に
は
、
こ
り
四
庫

本
は
永
槃
大
典
よ
り
録
出
七
た
５
＊
の
で
大
典
本
は
も
と
倦
徽
が
な

か
っ
た
が
今
詳
’
か
に
麓
訂
を
加
へ
て
祈
ち
て
四
巻
と
な
し
４
ｉ
と
ｓ
.

つ
て
ゐ
る
。
倒
は
賤
迦
王
述
古
堂
抄
本
を
影
印
し
た
も
の
で
山
ｙ
ｃ

同
じ
く
上
下
二
春
に
な
っ
て
ゐ
る
。
田
岡
は
二
倦
に
、
岡
は
四
倦

に
な
っ
て
ゐ
ゐ
が
、
後
述
す
る
如
く
編
目
の
序
列
そ
の
他
に
川
入

異
同
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
書
の
内
容
は
四
庫
提
要
に
も
要
記
す
る
が
如
く
、
巻
首
に

天
輔
六
年
以
前
に
於
け
る
金
宋
交
渉
の
梗
概
を
記
し
、
績
い
て
天

輔
七
年
燕
雲
を
交
割
し
、
天
會
三
年
四
月
再
び
宋
を
伐
ち
、
五
年

宋
を
腹
し
て
楚
を
立
て
し
こ
と
に
開
す
る
あ
ら
ゆ
る
國
書
、
誓
詔

冊
表
、
文
状
、
指
揮
、
牒
檄
の
類
を
、
皆
年
月
に
排
比
し
＾
具
さ

に
原
文
を
録
し
、
康
王
（
宋
高
宗
）
の
南
渡
に
至
っ
て
止
め
、
そ

れ
に
宋
徽
宗
、
欽
宗
、
遼
天
祚
帝
を
昏
徳
公
、
軍
昏
侯
、
海
演
王

に
降
封
せ
る
詔
書
、
及
び
右
三
者
よ
り
上
る
所
の
各
表
を
附
し
、

劉
諭
の
建
國
の
始
末
に
至
っ
て
経
っ
て
ゐ
る
。

　

以
上
を
俑
観
す
る
に
、
巻
頭
ｒ
掲
げ
た
「
典
宋
主
書
」
の
一
條

は
、
提
要
に
も
い
ふ
如
く
、
天
輔
六
年
以
前
の
蒋
憤
が
存
し
な
い

か
ら
、
海
上
の
悶
以
後
の
金
宋
交
渉
を
一
括
し
て
記
し
た
も
の
で

あ
る
が
バ
こ
れ
社
金
拠
の
‘
も
と
Å
た
っ
た
’
賃
録
に
で
烏
攘
つ
た
も
’

＠
か
’
文
中
＠
年
玖
は
金
史
と
は
大
叢
に
於
て
一
致
す
る
が
’
然

七
徐
夢
華
三
朝
北
盟
會
編
所
引
の
宋
側
の
史
料
と
は
ど
う
も
あ
は

･
ｉ
ｆ
ｃ
≪
Ｓ
°
　
Ａ
Ｊ
Ｑ
頃
に
於
け
る
金
史
の
年
次
は
そ
０
ま
ｘ
ｒ
信
用
で
き

ぬ
節
ぷ
あ
る
の
で
、
こ
ひ
條
の
年
次
も
直
ち
に
之
を
信
憑
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
宋
側
史
料
と
比
較
勘
考
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
雇

い
・
こ
ｏ
一
條
を
除
く
他
の
諸
條
、
殊
に
靖
康
の
難
や
金
が
河
南

の
地
に
冊
立
し
た
張
邦
昌
の
楚
國
に
開
す
る
文
書
、
誓
詔
冊
表
の

類
は
『
ご
Ｉ
１
タ
な
も
０
と
し
て
甚
だ
重
要
脱
さ
る
べ
き
鴫
り
で
あ

る
。
も
つ
と
も
こ
の
中
の
或
る
も
の
は
北
盟
會
編
に
も
載
せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
（
そ
。
の
筒
處
は
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
六
本
第
二
分

所
戦
陳
塑
素
『
三
朝
北
裂
會
編
考
（
上
）
』
文
書
索
引
の
條
ｙ
記
≪
J

れ
て
ゐ
る
）
、
提
要
に
も
指
摘
す
る
如
く
、
徐
夢
華
は
意
忌
譚
に
存

し
て
未
だ
刊
剖
す
る
所
を
免
れ
少
、
狽
り
此
書
が
全
く
奮
聞
に
繍

つ
て
損
釜
を
加
へ
て
ゐ
な
い
の
に
如
か
な
い
の
で
あ
る
。
変
に
こ

れ
は
金
初
に
於
け
る
金
宋
の
交
渉
を
考
究
す
る
者
の
看
過
す
べ
か

ら
ざ
る
好
防
の
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
書
の
撰
者
は
不
明
で

あ
り
、
編
纂
の
時
期
毛
甚
だ
詳
ら
･
ｆ
ａ
で
な
い
。
た
ミ

の
「
降
封
昏
徳
公
詔
」
な
る
篇
題
の
下
に
、
「
太
宗
皇
帝
質
録
内
よ

り
録
到
」
と
あ
り
、
太
宗
泉
帝
賓
録
は
、
金
史
巻
六
本
紀
に
よ
れ

ば
大
定
七
年
（
宋
乾
道
三
年
。
一
こ
〈
七
年
）
・
八
月
忙
完
成
よ
進

-一価
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せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
童
同
が
そ
れ
以
後
の
編
纂
で
あ

る
と
と
が
推
せ
ら
れ
る
位
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
北
盟
合
編
は
弔

伐
録
所
牧
の
文
書
を
載
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
と
れ
が
と
の
書
纂
定
の

時
期
そ
知
る
手
が
L
り
に
な
り
は
し
ま
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る

が
、
し
か
し
北
盟
合
編
は
之
を
弔
伐
録
よ
り
引
則
し
た
と
は
し
て

ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
質
は
と

の
書
よ
り
引
用
し
な
が
ら
、
大
会
弔

伐
録
な
る
書
名
を
忌
ん
で
と
の
書
に
撮
っ
た
と
い
ふ
を
避
け
た
の

か
も
知
れ
ぬ
。
さ
す
れ
ば
此
書
の
編
纂
は
北
盟
舎
編
完
成
の
慶
元

二
年
(
金
承
安
元
年
一
一
九
六
年
)
以
前
と
い
ふ
と
と
L
な
っ
て

そ
の
時
期
も
略
k

見
常
が
つ
け
ら
れ
る
諜
で
あ
る
が
、
か
う
い
ひ

き
れ
ぬ
節
も
あ
る
の
で
、
今
の
所
は
大
定
七
年
以
後
金
人
の
編
越

に
係
る
と
い
ふ
だ
け
に
と
ど
め
斗な
け
れ
ば
な
ら
な
い
口
叉
と
の
書

が
如
何
に
し
て
編
ま
れ
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
提
要
が
「
蓋

し
、
故
府
の
集
結
を
菅
草
し
て
編
共
・し
て
映
を
成
す
者
な
り
」
と

い
っ
て
ゐ
る
の
は
背
捷
に
あ
た
っ
た
推
定
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。

前
に
も
越
ベ
た
如
く
太
宗
皐
帝
賞
録
内
よ
り
録
出
し
た
と
い
ふ
項

目
の
存
す
る
と
と
も
と
の
推
定
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ

る
。
此
警
に
収
め
ら
れ
た
文
書
の
類
は
や
が
て
貫
録
纂
修
の
材
料

と
な
っ
た
る
も
あ
り
、
ひ
い
て
は
叉
金
史
編
纂
の
基
を
な
し
た
も

の
で
あ
ら
う
ロ

以
上
で
と
の
書
に
闘
す
る
詑
明
を
帥拾
っ
て
、
次
に
三
種
の
刊
本

を
比
較
し
よ
う
o
川

W
A
忠士宮本
と
mw守
山
間
本
を
比
べ
る
と
、
編
闘

の
序
列
に
多
少
の
差
遠
の
あ
る
ほ
か
、
守
山
岡
本
の
践
に
も
見
え

る
様
に
、
上
品
位
「
疋
月
十
四
日
同
奏
宋
主
」
中
に
「
所
承
誓
書
」
以

下
三
百
三
十
字
を
耽
し
、
「
{木
主
致
謝
書
」
中
「
別
幅
削
色
井
雑
物
」

以
下
が
「
宋
少
主
興
左
副
元
帥
報
和
書
」
(
金
壷
本
に
は
報
知
と
し

て
ゐ
る
)
の
後
に
在
り
、
「
宋
少
主
新
交
誓
書
」
の
篇
題
友
び
首
尾

が
・
な
く
な
り
、

僅
か
に
「
招
納
叛
亡
」
以
下
四
百
三
十
A
字
を
存

し
、
そ
れ
が
「
宋
少
主
報
和
書
」
中
に
混
れ
と
ん
で
ゐ
る
。
叉
「
宋

少
主
報
和
書
」
中
「
雨
朝
和
好
」
以
下
が
別
に
一
篇
を
な
し
、
「
叉

- 随 一

劉
子
」
と
題
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
下
巻
「
孫
悼
等
乞
立
越
氏
第
四
欣
」

中
「
体
等
無
任
哀
痛
」
以
下
五
十
九
字
が
第
五
献
の
末
に
移
し
置
か

れ
、
而
し
て
第
四
献
に
結
文
が
な
い
。
叉
「
依
准
製
造
迎
接
等
事

妖
」
の
会
篇
が
脱
去
し
て
ゐ
る
。
更
に
共
齢
字
句
の
脆
誤
枚
暴
す

べ
か
ら
ヂ
」
と
い
っ
て
、
随
分
悪
く
い
っ
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
か

く
い
ふ
守
山
間
本
に
も
股
略
錯
簡
は
少
く
な
い
の
で
、
金
壷
本
伊
れ

は
巻
上
に
掲
げ
て
ゐ
る
靖
康
元
年
四
月
七
日
の
「
宋
主
同
書
」
の

本
文
を
全
く
昧
き
、
そ
の
共
の
「
黄
絹
間
牒
結
構
書
」
の
篇
題
を

股
去
し
、
そ
の
本
文
を
「
宋
主
同
書
」
の
篇
題
白
下
に
掲
げ
て
ゐ

る
ほ
か
、
金
査
本
に
よ
っ
て
訂
正
し
て
始
め
て
意
味
の
通
歩
る
底
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が
非
常
忙
多
く
、
殊
に
文
中
女
侭
の
姓
名
官
職
が
悉
く
改
譚
を
経

て
ゐ
て
、
李
董
、
勃
極
烈
を
共
に
貝
勒
に
、
國
盧
〔
魯
〕
休
移
憂
勃

極
烈
を
固
倫
尼
伊
拉
斉
貝
勒
に
、
徒
単
を
圖
克
坦
に
、
銀
元
可
を

尼
楚
赫
に
、
烏
林
苓
賛
謀
を
鳥
凌
喘
思
謀
に
、
同
離
保
を
和
勒
博

に
、
鉉
槻
を
達
査
に
。
閔
母
を
多
昂
摩
に
、
撒
離
母
を
色
叫
美
に

斡
離
不
を
斡
喇
布
に
改
め
て
ゐ
る
低
か
に
も
か
う
し
た
例
の
多

い
の
に
は
甚
だ
不
便
を
感
す
る
。
倒
四
部
叢
刊
本
に
は
金
壷
本
ほ

ど
の
錯
簡
は
な
く
、
篇
目
の
序
列
も
守
山
関
本
と
同
じ
で
あ
る

が
、
守
山
関
本
に
訣
く
所
の
靖
康
元
年
四
月
七
日
０
「
宋
主
同
書
」

及
び
「
黄
絹
間
牒
結
構
書
」
の
篇
題
を
も
備
へ
て
ゐ
る
。
こ
の
書
Ｏ

数
に
は
、
「
然
る
に
靖
康
元
年
帥
四
月
七
日
宋
主
金
國
元
帥
に
同
す

一
書
は
乃
ち
是
の
本
の
狽
有
す
る
所
た
り
」
と
自
負
し
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
金
壷
本
に
も
ち
や
ん
と
あ
る
の
で
’
　
ｍ
威
張
り
に
過
ぎ

ぬ
。
四
部
叢
刊
本
を
金
壷
本
に
比
較
す
る
と
、
金
壷
本
が
倦
下
の

最
初
に
掲
げ
て
ゐ
る
「
宋
主
同
書
」
な
る
篇
目
を
訣
き
、
之
を
上
倦

の
最
後
に
載
ぜ
。
て
ゐ
る
の
は
明
ら
か
に
四
部
叢
刊
本
の
失
営
で
あ

り
、
零
下
の
天
會
五
年
宋
人
が
趙
氏
を
立
て
ん
こ
と
を
乞
う
た
文

書
の
順
序
も
金
壷
本
に
比
し
て
や
ｘ
混
雑
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

叉
守
山
間
本
数
に
於
て
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
金
壷
本
は
「
依
准
製

造
迎
接
等
事
状
」
の
全
篇
を
昧
い
て
ゐ
る
が
、
こ
の
本
も
同
様
之

を
読
い
て
ゐ
る
。
文
中
の
女
員
の
官
名
人
名
は
改
鐸
せ
ら
れ
て
は

ゐ
な
い
・
影
印
の
美
麗
さ
は
相
営
な
も
の
で
非
常
に
蹟
み
易
い
が

-
ｉ
Ｕ
う
し
Ｉ
た
も
の
か
読
字
が
多
く
、
他
の
本
に
よ
っ
て
補
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
こ
の
三
種
の
刊
本
は
必
ず
比
較
校
合
し

て
暖
む
べ
き
で
、
軽
々
に
一
を
採
っ
て
他
を
捨
っ
べ
き
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
場
合
四
部
叢
刊
本
を
も
と
ｘ
し
て
他
の
ヽ
二
種
の
刊
本

に
よ
っ
て
之
を
補
ふ
の
が
最
も
便
利
で
あ
る
。
守
山
閣
本
を
重
印

し
た
㈲
向
０
二
種
の
活
字
本
の
内
、
内
気
外
禰
歴
史
叢
書
は
句
蹟

鮎
を
附
し
て
一
座
便
利
で
あ
る
が
ま
た
隨
分
と
誤
り
も
多
い
。
こ

の
二
者
の
内
で
は
國
學
文
庫
本
の
方
が
よ
さ
ｘ
う
’
で
あ
る
・

　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
7

　

な
ほ
千
頃
堂
書
目
史
部
に
は
『
金
人
弔
伐
録
』
二
巻
０
名
が
見

　
　

一

え
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も
亦
こ
の
書
に
ほ
■
ｆ
ｉ
'
i
ｙ
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
鍼

琴
銅
剣
橋
蔵
書
目
録
者
九
史
部
二
編
年
類
に
も
『
大
金
弔
伐
録
』
二

巻
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
明
１
　
沙
李
文
正
公
家
蔵
抄
本
で
あ

る
。
叉
善
本
書
室
蔵
書
志
者
八
に
は
『
弔
伐
録
』
二
者
、
『
大
金
弔

伐
録
』
二
者
を
別
に
掲
げ
て
ゐ
る
。
前
者
は
周
季
既
蔵
抄
本
、
後

者
者
は
陳
氏
回
的
草
堂
減
抄
本
と
い
ふ
。
書
目
答
問
補
正
倦
二
に

は
『
大
金
弔
伐
録
四
倦
』

　

匹
一
一
一
一
名

金
宍
一
’

　
　

と
し
て
ヽ
金
壷
本
を

も
四
春
本
で
あ
る
か
の
如
く
し
て
ゐ
る
０
は
誤
り
で
、
こ
れ
が
二

倦
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。

　
　
　

（
外

　

山

　

軍

　

治
）


